
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8903120004CC/20120321

( 科目コード：8903120004CC)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】環境都市工学ゼミナール
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

山本 好克
古川 茂
青井 透
阿部 博
脇田 英治
野村 和広
森田 哲夫
木村 清和
谷村 嘉恵
三上 卓

【授業目標・教育方針】
小人数（４ , ５名）で担当教員と直接接し、教員から研究の動機や研究方法などを学び、「自分ならこうする」という
ような各人の研究への取組姿勢を確定させ、５年次での卒業研究をより充実させる。また、事例研究を通して技術者
倫理観を養う。　１年間のゼミナール体験から、最終的に各自が書式・体裁を整えて「ゼミナール」報告書を作成す
る。

【授業概要】
環境都市工学科教員の研究分野・内容について、「担任による教員紹介や教員総覧、学校だより等」の資料から調べ、
各人が最も興味を持っている研究分野の教員を選ぶ。各教員の学習・教育目標に従って授業はすすめられるが、学生
諸君の「こんなことを知りたい。」ということについても、アドバイスを受けることができる。

【教科書・教材・参考書 等】
担当教員の指示による

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］通年で評価する。
［後期］各担当教員が報告書および学習態度に基づき総合的に評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
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【授業計画】（授業名：環境都市工学ゼミナール）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ・最近のゼミナールテーマ
第 1 回 （山本）

・水理・水文諸現象とその定量的把握方法に関する基
礎的研究

第 1 回 （古川）
・コンクリートおよび鉄筋コンクリートに関する基礎
的研究

第 1 回 （青井）
・ホタルと水環境、メダカについてタナゴ類について、
利根川の歴史、水生昆虫とそれによる水質調査

第 1 回 （阿部）
・地盤耐震技術の基礎的研究
・フーリエ・微分・積分の復習

第 1 回 （脇田）
・地球環境問題の現状・将来について学習する。
・地球環境に関する情報解析・対処技術を学習する。

第 1 回 （野村）
・都市計画および交通計画に関する研究

第 1 回 （森田）
・定量データによる都市分析、生活行動分析、環境か
ら見た都市の分析・評価、市民参加による都市計画プ
ロセスの学習

第 1 回 （木村）
・代表的な土木構造物を選定し、その構造物に関する
資料をインターネット、図書館などを通じて収集す
る。そして、各自が視点をきめてその資料を読むこと
により問題点とその対応方法をまとめる。過去に、
テーマとして青函トンネルを選び、建設時の事故や対
応を分かりやすくまとめたパネルを作成した。

第 1 回 （谷村）
・環境質改善技術に関する基礎的研究

第 1 回 （三上）
・橋梁構造物および地震防災に関する基礎的研究
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